
「ゼロカーボンるもい」の今後の推進⽅向

「ゼロカーボンるもい」推進ネットワーク
⽬指す姿を共有し、連携・協⼒しながら、脱炭
素化に向けた効果的な取組が必要（R3.11設⽴）

・ゼロカーボン(ZC)の必要性に係る認識を共有
・2050年までのCN実現に向け、各市町村の地
域振興の⽅向性などに基づき、CO₂削減や新
エネルギーの導⼊などの取組をそれぞれ実施
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各段階の定義
地域の脱炭素化の達成

地域の脱炭素化に向けた
具体な事業に着⼿してお
り、実践段階にある地域

取り組む意向があり、検討
を進めているが、地域の脱
炭素化に向けた具体な事業
への実践段階にない地域

⼈材不⾜などの諸課題か
ら、検討などを含め未着
⼿である地域

実践段階

検討段階

未着⼿段階

取り組むべき事項

･⽬標の設定と地域のグランド
デザインを策定
･専⾨知識、⼈材の確保
･地域の合意形成、利害調整

･脱炭素への現状把握、知識習得
･何のためにゼロカーボンを⽬指
すか、⽅向性の検討・明確化
･地域の機運醸成、協議の場

ＺＣシティ宣⾔
計画(事務事業編)

計画(区域施策編)

これまでの取組
「⽬指す姿」の共有に向けて
① それぞれの取組状況の確認 → 現在地を確認
・何のためにゼロカーボンを⽬指すのか、現在の検討状況は︖
（環境配慮︖地域振興︖安全確保︖etc）

② 連携・協⼒する可能性、必要性はあるか
・地域として取り組むことにより、より効果が⾒込まれるか
・取組を推進するにあたり、周辺地域との調整を要するか

①現在地を
確認

②連携・協
⼒の可能性

･事業、運⽤計画の策定、推進
･事業予算の確保
･官⺠連携スキームの構築

個々の市町村の取組効果が最⼤化され、結果として、るもい地域
の振興につながるよう、各市町村の考え⽅を反映した「⽬指す
姿」を描き、地域⼀体となった推進を図る
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地域の機運醸成、住⺠理解の促進
・2030年、2050年を⽬標として、温室効果ガスの削減に取り組む機運を醸成
・住⺠（含、事業者）の⼆酸化炭素排出量の⾒える化 等

各市町村の現
在地の確認
①温室効果ガス
排出量の状況、
推移

②再⽣可能エネ
ルギー導⼊ポ
テンシャル、
導⼊状況 等

将来像の検討
・何のために
・地域課題の解
決にどのよう
につなげるか

勉強会、研修会
・地域の可能性
（⾵⼒、森林、海
洋、ICT等）

・先⾏事例 等

地域課題の解決
に向けての意⾒
交換等

るもい地域の
「⽬指す姿」
の検討、協議
・連携、協⼒可
能な取組

・市町村間での
調整が必要な
取組

①「⽬指す姿」
の整理

②連携、調整が
必要な取組に
ついての、検
討体制の整備

③次年度に向け
ての対応⽅針
の整理

施策への反映
・個別分野の計画、
施策等へ反映

・次年度事業検討

R５年度推進
⽅針の整理
・⽬指す姿の実
現に向け、次
年度実施予定
の道、市町村
の取組を整理

PDCAサイクル
により推進管理

周知 周知「ゼロカーボン」るもいネットワーク
として実施

道事業への地域ニーズ反映
および振興局独⾃事業の検討

R4.7 R4.12 R5.3

事業活動への反映
・個別分野の取組
等へ反映

・次年度事業検討


